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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・第3回法人研修が9/2(火)、9/3(水)2日間行われます。17:30開始、場所:メンタルケア病棟4階　メモリアルホール　テーマ：メンタルヘルス～ストレス対処・気持ちの切り替え～　講師:心理技術員チーム　小嶋　彩香　当日の出欠予定の記入を各自でお願い致します。
・8月14日、15日、16日の3日間は外来休診となります。

＜新患情報＞

･田畑　昇様　（63歳）

数年前よりアルコールを摂取して、不調を訴える事があり、病院受診を繰り返していた（詳細不明）。また、これまでに眠剤を大量に服薬して、救急車で搬送される事が数回あった（役場の情報だと、最終がH20年頃）。また、糖尿病や心疾患があり治療は行っているが、本人が訴える不調とは関係なく、身体的には大きな異常がないと言われていたが、「お腹が苦しい」等、不調と不安を訴えて、一日に何度も病院を受診したり、救急車を呼ぶ事が続いている。現在は飲酒している様子はない。H26年6月、腹痛を訴えて三戸中央病院へ入院し、3週間程治療を行っていた。長距離の歩行は困難で車椅子を利用している。病院受診には息子が付添っているが、息子はうつ病に罹患しており、時折疎通の取りづらさがある。これまで病院受診を繰り返しているが、身体的な状態は変わりなく、悪化もない事から、主治医より精神科受診を勧められて、主治医から三戸町役場へ相談。役場保健師より当院へ相談があり、8月12日（火）受診予定となっている。

・畑本　充弘様（45歳）

現在長男・4男と3人暮らし。初飲は15～16年前位（本人30歳頃）。10年程前（本人35歳頃）より飲酒量増加し朝から連続飲酒状態となり1日トータル10合ちょっと飲酒。自損事故を起こしているが“記憶があまり無い”と話している。接工関係の仕事に従事していたが、短期だったり長期だったりと不安定だった様子。仕事をしていた際誰も指摘をする事は無かったが退職後“呂律が回っていなかった”“酒臭かった”等と言われる事があった。仕事中に事故を起こす事は無かった。連続飲酒状態となり、起床困難な状態となっている事を心配した長男が本人を連れＨ25.11月湊病院を受診。“アルコール依存症”との診断を受け3ヶ月間入院。入院中、アルコール依存症に関する勉強等はせず、内服薬が処方となったのみだった。Ｈ26.2月同院退院後自宅へ戻るがすぐに再飲酒。八戸市にて仕事を探していたが、現在免許無く、免許証再発行目的にて公安へ行ったが“薬を飲んでると免許取れないよ”“完治の証明書が無いと免許取れないよ”等と言われた事から自己判断にてＨ26.5月を最後に通院中断。Ｈ26.6月より1ヶ月程金鉱関係の仕事へ従事していたが現在は無職。再度アルコール依存症の治療を希望し湊病院を受診するが主治医（久保田Ｄｒ）より“面倒はもう見ない”と言われ、受診を断られた。八戸市立市民病院へ連絡したが“八戸市内に心療内科・精神科が他にもたくさんあるから違う病院に行ってみて下さい”と言われたとの事。徐々に飲酒量増加・連続飲酒状態となり現在は1日トータル3合程度飲酒。当院にてアルコール依存症治療プログラムを行っている事を聞き、断酒・通院による専門治療を希望し当院へ受診相談に至る。8月12日（火）受診予定となっている。

【湊病院からの情報】

Ｈ25.10.28連続飲酒状態となり本人も入院に同意した事からＨ25.10.28同院初診。Ｈ25.11.1同院精神科へ入院。入院後入院治療を希望していないと話し不満を話す事やせん妄状態となる事あるがすぐに落ち着き、ＡＤＬの低下等も見られていなかった。同院にて専門的な治療を行っていない事から定期的にＮｓより酒害教育を行っている程度だった。Ｈ26.1.27退院。退院後は不定期に通院を継続。本人より“薬を飲む必要は無い”との発言や退院後再飲酒している経過から、Ｈ26.3.19にて治療終了となっている。外来通院時頭部ＣＴの結果脳腫瘍疑いにて青森労災病院へ紹介状作成し“血栓”“未破裂脳動脈瘤”との診断あり、定期的な外来通院にて様子を見る事となっていたが、通院継続については不明。

本人入院時4男は里親に出されていたが、児童相談所より本人の元へ戻せないか？との問い合わせあり、飲酒している経過から本人が育てていく事は難しいのではないかと説明していた。

＜外来情報＞

・我満　奈津紀様～県外に住んでいる弟様が実家に帰省し、皆で集まって話をしていたら、奈津紀様の過去の事を駄目な事をしていたというような感じで言われ、以来気分が落ち込み、夕方になると泣いてしまう事もあると話されている。セディール（抗不安剤）追加処方している。

